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1．はじめに 
鋼管矢板継手における低い剛性，施工性および遮水性の問題は，鋼管矢板構造物を構築する上で解決しな

ければならない急務の課題である．鋼管矢板継手に係わる諸問題は，本来，鋼管矢板打設時の継手嵌合の不

確実性に起因するところが大きい．筆者らは，鋼管矢板および従来型継手（P-P型，P-T型および L-T型）に
内在した問題に対して，単純であるが革新的な技術である「連結鋼管矢板」１），２），３）を開発している．連結

鋼管矢板とは，図-1に示すとおり「施工前に 2本の鋼管を H鋼で溶接することにより，施工性・経済性の優
れた鋼管矢板部材」として定義できる．連結鋼管矢板は，剛性の期待できない従来型継手の占める割合を半

減できる（2 本の鋼管および中間 H 鋼に対して 2 箇所の継手）ため，従来型の鋼管矢板（1 本の鋼管に 2 箇
所の継手）に比べ，より高い剛性を有したユニットとして打設することが可能である．よって，高剛性の連

結鋼管矢板の適用は，鋼管矢板基礎の断面縮小や土留め壁の鋼材使用量の縮減が期待できる．一方，河川や

海岸における井筒基礎として連結鋼管矢板を用いる場合，連結鋼管矢板を水中で切断する必要が生じる．本

研究では連結鋼管矢板の切断性能を評価するため，砥石カッター切断機を用いた連結鋼管矢板の切断試験を

実施した．連結鋼管矢板の切断試験では，鋼管矢板の切断において一般的に用いられるプレカット工法に対

して，砥石カッター切断機を用いたノンプレカット工法の適用性を実証している． 
2．鋼管矢板の切断性能 
鋼管矢板井筒による橋梁基礎工法などでは，鋼管矢板井筒の水底付近で不要となる上部の鋼管矢板を水中

または土砂中で切断撤去する必要が生じる．継手を有した鋼管矢板の切断に対して，一般的に用いられてい

るプレカット工法では鋼管本管のみを現場で切断し，想定される鋼管矢板の切断予定位置ではあらかじめ切

断済みの継手管が配置されている．また，切断予定位置付近（±500 mm）の継手管は，鋼管矢板切断後の引
抜きを容易にするため，溶接されていない（図-2 参照）．なお，鋼管矢板のプレカット部分では仮設時には
継手管の空所を，パテを充填して塞いでいるのが現状

である．そのため，鋼管矢板のプレカット工法では，

鋼管矢板打設において 500 mm以上の高止まりが発生
した際の対処法や，パテを充填した継手空所における

漏水問題など様々な不都合が生じることになる． 
鋼管矢板の切断において本管と継手箇所を同時に

現場切断することが可能であれば，あらかじめ切断位

置における継手部分をパテで止める必要がなくなる．

さらに，連結鋼管矢板は 2本の鋼管が中間 H鋼で溶接
されているため，鋼管本管のみを現場切断するプレカット工法を

適用することができない．そこで，連結鋼管矢板の切断において

は，鋼管本管および中間 H鋼を同時に現場切断できる砥石カッタ
ー切断機を用いたノンプレカット現場切断工法を開発している． 
3．砥石カッター切断機 
連結鋼管矢板の切断に用いる砥石カッター切断機（切断可能な

鋼管外径：φ800～2000 mm，切断可能な鋼管板厚：最大 30 mm，
切断可能水深：杭天端より 3～30 m）は，鋼管本管と様々な形状
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図-1 連結鋼管矢板 
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図-2 鋼管矢板のプレカット工法 
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の継手を同時に切断することが可能であり，切断した鋼

管矢板は水中マグネットによって搬出できるため，安全

性の確保，かつ無振動・無騒音化を実現できる．さらに，

本切断機は集中制御方式を採用しているため，陸上（水

上）からの遠隔操作が可能であり，安全な作業が可能で

ある．図-3 は砥石カッター切断機の概要を示している．
砥石カッター切断機は，カッターの回転と旋回移動を制

御する 2機のモーターが切断機内部に設けられているこ
とで，鋼管本管，中間 H鋼および両端継手まで同時に切
断することができる．また，砥石カッター切断機は，内

部に設けられたクランプシリンダーによって鋼管矢板に

固定されるため，鋼管矢板の切断による上部不要部の転

倒などを防ぐことができ，またカットした不要部鋼管矢

板を引き抜くことが容易に可能である． 
4．連結鋼管矢板の切断試験 
連結鋼管矢板の切断試験は，連結鋼管矢板が切断可能

であることを実証するため，気中で連結鋼管矢板（鋼管

本管：φ800×t11 mm，中間 H鋼：400×400 mm）を砥石
カッター切断機によって切断した．図-4は，砥石カッタ
ー切断機を用いた連結鋼管矢板の切断状況を示している．

連結鋼管矢板の切断において，鋼管 A内に挿入された砥
石カッター切断機は，砥石カッタ

ーの旋回移動によって連続的に中

間 H鋼ならびに鋼管本管を切断す
る．さらに，砥石カッター切断機

は，クランプシリンダーを解放す

ることで鋼管 Aから撤去後，鋼管
Bへ挿入され，同様に中間 H鋼な
らびに本管の同時切断を実施する． 
砥石カッター切断機を用いた

連結鋼管矢板の切断試験の結果，

連結鋼管矢板の切断中に砥石カッ

ターの破損や被切断物へのかみ込

み等は生じることなく，中間 H鋼
および鋼管や矢板本管を同時に切

断することができた（図-5参照）．
すなわち，連結鋼管矢板は砥石カ

ッター切断機を使用することで，

その中間 H鋼と本管が定められた
同一高さ位置で精度よく切断でき

ることを実証した． 
5．おわりに 
本研究では，連結鋼管矢板に対して砥石カッター切断機を用いた切断試験を実施した．その結果，砥石カ

ッター切断機は連結鋼管矢板の中間 H鋼および本管を同時に切断できることを実証した． 
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図-3 砥石カッター切断機の概要 

 

図-5 砥石カッター切断機によって切断された連結鋼管矢板 
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図-4 砥石カッター切断機を用いた連結鋼管矢板の切断工程
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